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▶企業の現状及び支援の経緯
社会は「障がいがないこと」を前提に作られており、聴覚障がい
者は就業や社会参加の面で多くの困難を抱えています。通常
採用はもちろん、障がい者雇用でも面接に進めないことが多く、
職場定着率も低いため、将来に希望を持ちにくい状況がありま
す。代表者は、聴覚障がい当事者が希望を持って働き、歓迎
され、挑戦できる社会を願い、ろう者・難聴者が主役となる飲
食店の開業を決意されました。その実現に向け、ソーシャル・
ビジネス創業支援金の活用について当機構へご相談いただき
ました。令和7年11月15日にサイニングストア『DeafCafe』
を開業。開業日を、日本で開催されたデフリンピック（聴覚障
がい者の国際大会）の開会式と同日に合わせたことで、手話や
ろう文化への関心が一層高まることを期待しています。

▶実施した支援内容
事業を始めるには、事業計画、資金調達、物件確保、プロモー
ションなど、たくさんのハードルがあります。代表者自身が
聴覚障がい当事者であるため、外部支援者を交えて、地域課
題の深掘りや事業計画策定、申請書作成支援を行いました。
プレゼン審査では、審査委員の皆様に開業の熱意を伝えるこ
とができ、見事採択されました。
採択後も定期的に進捗状況を確認し、抱えている課題を把握
しながら、資金調達では信州創生推進資金（創業支援向け）

を紹介し、開業に向けた準備が滞りなく進むよう、総合的に
支援しました。

▶支援の結果及び今後の展開等
当初の予定地から変更となりましたが、適した物件を確保し
DeafCafeを無事オープンしました。開業場所は長野電鉄本
郷駅から徒歩2分と利便性が高く、周辺には長野ろう学校や
長野県立大学があり次世代を担う学生が行き交うエリアで
す。地域住民や全国からの来訪者を迎え、店内では自然な交
流が生まれています。手話未経験の方が少しずつ手話を覚え
る姿も見られ、今後も手話・ろう文化への関心を広げる開か
れた場を目指しています。
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聴覚障がい者の社会活動と交流を促進
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事業内容／�ろう、難聴者・手話学習者が安心
して過ごせるカフェ

代 表 者／綿貫 彩
所 在 地／長野市三輪8丁目30-25
従業員数／4名
Ｕ Ｒ Ｌ／�https://www.instagram.com/

deafcafe_syuwawan/

DeafCafe

活用した補助金・支援制度等 ●長野県ソーシャル・ビジネス創業支援金

担当部署

デフスペースを念頭に置いた店内レイアウト

インタビューを受ける代表者

本格的なカフェメニューが楽しめる

聴覚障がい当事者による本事業の内容が、社会的に必要とされる取り組みとして認められたことをとても誇ら
しく思います。支援金により設備の一部整備や運営基盤の安定化を図ることができ、当事者の新しい働き方と
交流の場づくりを着実に進めることができました。（代表　綿貫 彩 氏）

支援を受けて


